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競技プログラミングを始める前に 

• 競技プログラミングをやったことがない人へ 

– まずはこっちのスライドを見よう！ 

– http://www.slideshare.net/chokudai/abc004 
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A問題 高橋くんとマンハッタン 

1. 問題概要 

2. アルゴリズム 
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A問題 問題概要 

• 東西・南北に伸びる道がたくさんある． 

• 西から x 番目の南北に伸びる道と，南から y 番目の
東西に伸びる道の交わる交差点を (x,y) と表す． 

• (x1, y1)から(x2, y2)まで行くとき，最小でいくつの交差
点を通る必要があるか？ 

• 制約 

– 1 ≦ (x1, y1, x2, y2) ≦ 10^5 

– (x1, y1) ≠ (x2, y2) 
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A問題 アルゴリズム 

• 通る交差点の数は，2つの交差点の間のマンハッタ
ン距離+1 に等しくなることがすぐ分かります． 

– 東西・南北の道が間隔1ずつ走っているとする．2つの交
差点の間の経路では，最初と最後を含む間隔1ずつで交
差点があることになる．経路の距離=2つの交差点の間の

マンハッタン距離なので，通る交差点の数はマンハッタン
距離+1 

• マンハッタン距離は |x1 - x2|+|y1 - y2| なので，  

  |x1 - x2|+|y1 - y2| +1 を計算します． 
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B問題 高橋くんと文字列操作 

1. 問題概要 

2. アルゴリズム 
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B問題 問題概要 

• 英小文字からなる文字列 s , t が与えられる． 

• s の末尾1文字を先頭に追加し，末尾を1文字を削除
する，という操作を最小で何回行えば，s は t に等し
くなるか？ 

• 制約 

– 1 ≦ |s| ≦ 1,000 

2015/3/18 7 



B問題 アルゴリズム 

• |s|回操作を行えば，s は元の文字列に戻るため，0
回から |s|-1 回操作を終えたときの s を考えれば十
分． 

• s と t が等しいかどうかは O(|s|) で判定可能． 

• 先頭に1文字追加，末尾を削除，などもO(|s|)で行え
る．これを |s| 回繰り返すので O(|s|^2) となるが，
十分間に合う． 
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B問題 アルゴリズム 

• 実は，s の後ろに同じ文字列 s を追加したものを s’ 
とすると，k 回操作を行った後の s は， s’ の |s|-k 文
字目から |s| 文字に等しい． 

• このことを使って，|s| 回比較を行うと楽． 

– つまり， s’ で最後に t が現れる場所を探すことになる．文
字列検索のKMP法などを使うと，O(|s|+|t|) の解法も作る
ことができるが，この問題ではそこまでしなくても問題ない． 
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C問題 木 

1. 問題概要 

2. アルゴリズム 
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C問題 問題概要 

• N頂点の無向木が与えられる． 

• 以下の操作で得られる列のうち，辞書順最小のもの
を出力 

– 頂点1を選ぶ． 

– 今まで選ばれた頂点と辺で結ばれている頂点のうち，ま
だ選ばれていない頂点を1つ選ぶ，という操作を選ばれて
いない頂点が無くなるまで繰り返す． 

– 頂点の番号を選ばれた順に並べた数列を作る． 

• 制約 

– 1<= N <=10^5 

– 30点: 1<=N<=3,000 
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C問題 アルゴリズム 

• 辞書順最小の列を求めたいので，取る頂点の候補
が複数あるときは，最も小さいものを選ぶ必要があ
る． 

• ある頂点を選んだら，その頂点に辺で隣接している，
まだ選んでいない頂点を候補に追加． 

• 頂点を選ぶときは，候補から最も小さい頂点を選ぶ，
の繰り返し． 

– 木の性質より，すべての頂点は辺で直接・間接的につな
がっているので，頂点が残っているのに候補がなくなるこ
とはない． 
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C問題 問題概要 

• 前ページの，選ぶべき候補の管理を配列やリストな
ので行うと，毎回の選択に O(N) かかり，最悪で
O(N^2) となり，50点解法となる． 

• 「値を追加」「最小のものを取り出す」という操作のみ
行うので，優先度付きキューが最適． 

– C++では priority_queue, Java なら PriorityQueue など． 

• 優先度付きキューを使い前ページの操作を実装す
ると，O(NlogN) となり，満点が取れる． 

2015/3/18 13 



©AtCoder Inc. All rights reserved. 14 

D問題 高橋くんと連続する部分列 

1. 問題概要 

2. アルゴリズム 
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D問題 問題概要 

• 長さ N の数列 {aN} と，その最大値 C が与えられる． 

• 1 から C までのそれぞれの整数 k について，{aN} の
連続する部分列のうち，k を含むものを数えよ． 

• 制約 

– 1<= N <=10^5, 1<=C<=N 

– 30点: 1<=C<=20 
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D問題 アルゴリズム 

• 30点解法では，部分列の左端を固定したとき，それ
ぞれの文字 c に対し，次にどこで c が現れるか(この
値を posc とおく)が分かれば，条件を満たす部分列
は N-posc 個 

• posc の初期値をすべて N としておく．数列を後ろか
ら見ていき，i 番目を見るときになったら posa_i =i と
すればよい． 

• O(NC) 
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D問題 アルゴリズム 

• 満点解法では左端を固定してから1…C の数すべて
について考えるわけにはいかない． 

• 逆に，1以上C以下の k を固定し，k を含む部分列の
数を求めることを考えよう． 

• 部分列の数はすべて合わせて N*(N+1)/2 個． 
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D問題 アルゴリズム 

• このうち，k が現れないものを数えよう．数列のうち，
k の要素の間のある隙間の長さを len とおくと， k が
現れないものの数は len*(len+1)/2 の総和 

– 隙間の中に入る連続する部分列は k を含まない．len の
長さの隙間に入る連続する部分列の数は len*(len+1)/2 
• 逆に，それ以外のすべての連続する部分列は k を含んでいる 

– 下のようなN=6の数列のとき，k=1について考えると，赤い
矢印部分が k の要素の間の隙間で，その長さは2, 1, 1  

 

 

– よって，len*(len+1)/2 はそれぞれ 3, 1, 1 

• この総和を N*(N+1)/2 から引けばよい 
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D問題 アルゴリズム 

• つまり，kの現れない連続する長さが分かればよい
ので，0 と n+1 の場所にkがあることにすると，(kの
要素の間の距離)-1 = len となり楽(番兵と呼ばれる
テクです) 

• これでO(N+C) 
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